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連
日
猛
暑
が
続
い
た
夏
も
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
去
る
七
月
二
十
八
日
に
、
掛
合
分

校
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の

発
足
を
兼
ね
た
第
一
回
会
合
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
校
は
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
四
月
、

地
域
の
強
い
要
望
と
ご
支
援
に
よ
り
、
島
根

県
立
三
刀
屋
高
等
学
校
掛
合
分
校
（
定
時
制
）

と
し
て
創
立
さ
れ
、
来
年
令
和
五
年
に
は
創

立
七
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

創
立
以
来
、
卒
業
生
も
現
在
二
二
二
○
名

を
数
え
、
地
域
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
人
材
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
近
年

で
は
、
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
、
県
内
で
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域

交
流
や
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
学
習
は

そ
の
一
つ
で
す
。
ま
さ
に
地
域
に
支
え
ら
れ
、

生
徒
も
学
校
も
地
域
の
方
々
に
育
て
て
も
ら

っ
て
い
る
高
校
で
す
。

　

左
の
資
料
は
、
中
学
生
向
け
の
説
明
会
で

使
用
す
る
ス
ラ
イ
ド
の
一
部
で
す
。

　

掛
合
高
校
で
は
、
様
々
な
活
動
の
場
や
機
会

を
地
域
の
方
々
に
提
供
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
で
も
、
探
究
学
習
で
は
、
左
の
よ
う

な
学
習
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

一
年

地
域
探
究
学
習

　

二
年

地
元
ブ
ラ
ン
ド
米
販
売
戦
略
立
案

　
　
　

職
場
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

　

三
年

雲
南
市
魅
力
化
策
提
案

　

こ
う
し
た
学
習
を
通
し
て
、
島
根
や
雲
南
の

魅
力
に
触
れ
る
こ
と
で
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

が
あ
た
り
ま
え
で
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
島
根

や
雲
南
に
、
そ
し
て
働
く
こ
と
に
誇
り
を
も
つ

よ
う
に
も
な
っ
て
い
き
ま
す
。
地
域
貢
献
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
、
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
生
徒
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
の
方
々
に
そ
の
活
動
や
活
躍
を
応
援
し
て

も
ら
っ
た
り
、
認
め
て
も
ら
っ
た
り
す
る
中
で
、

自
信
を
つ
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
だ
け

で
な
く
、
主
体
性
が
養
わ
れ
て
い
く
生
徒
も
多

く
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
は
、
学
校
の
合
い
言
葉
を
少
し

変
え
、「
小
さ
な
挑
戦
、
小
さ
な
気
遣
い
、
大
き

な
志

〜
自
立
し
た
大
人
と
な
る
た
め
に
〜

」

と
し
ま
し
た
。

　

宮
沢
賢
治
風
に
こ
の
合
い
言
葉
に
込
め
た
意

味
を
解
説
す
る
と
、

　

挑
戦
し
て
い
く
少
し
の
勇
気
を
も
ち
、
人
へ

の
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
、
大
き
な
志
も
っ
て
決

し
て
く
じ
け
ず
努
力
を
怠
ら
な
い
・
・
・
そ
ん
な

カ
ケ
コ
ー
生
に
私
は
な
り
た
い
・
・
・
自
立
し
た

大
人
と
な
る
た
め
に
・
・
・
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　

カ
ケ
コ
ー
生
が
、
自
立
し
た
大
人
と
し
て
成

長
し
て
い
く
中
で
、
教
育
資
源
、
教
育
環
境
と

し
て
、
地
域
は
重
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
七
十
周
年
に
関
わ
る
事
業
を
す
す
め

て
い
く
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
カ
ケ
コ
ー

と
地
域
が
よ
り
緊
密
に
な
り
、
カ
ケ
コ
ー
が
あ

る
こ
と
が
町
の
誇
り
に
、
カ
ケ
コ
ー
に
通
う
こ

と
が
生
徒
の
誇
り
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
等
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
も
多
大
な

る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
七
十

周
年
事
業
の
推
進
に
向
け
て
、
物
心
両
面
に
お

い
て
、
さ
ら
な
る
ご
協
力
ご
支
援
等
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

春
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
三
名
の
教
職
員
を

お
送
り
し
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
掛
合
高
校
の

発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
し
く
赴
任
さ
れ
た
先
生

方
に
は
、
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

○
転
任
者

　

国
語
科　
　
　
　
　
　
　
　

亀
尾

佳
宏

　

商
業
科　
　
　
　
　
　
　
　

奥
井

司

　

芸
術
科
（
美
術
）　
　

　
　

水
津

友
宏

○
新
任
者

　

国
語
科　
　
　
　
　
　
　
　

鐘
築

晶
子

　

商
業
科　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤

光
昭

　

芸
術
科
（
美
術
）　
　

　
　

齋
藤

晶
子

　

業
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト
　
　

梶
谷

加
奈

　

舎
監　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
ツ
木
章
夫

　

四
月
十
一
日
（
月
）
、
掛
合
高
校
講
堂
に
お

い
て
、
令
和
四
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
景
山
俊
太
郎
後
援
会
長
と
小
林
実
前
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
ご
隣
席
の
も
と
、
暖
か
い
春
の
爽
や

か
な
日
差
し
が
差
し
込
む
晴
れ
や
か
な
ム
ー
ド

の
中
、
今
年
度
の
新
入
生
三
十
名
が
、
高
校
生

活
の
新
た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
残
念
な
が
ら
今
年
度
も
二
・
三
年
生
の
参

列
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
式
の
ラ
イ
ブ
配

信
を
教
室
で
視
聴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
画
面
を

通
し
て
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

山
﨑
誠
校
長
先
生
か
ら
は
、
新
入
生
に
向
け

て
「
小
さ
な
挑
戦
、
小
さ
な
気
遣
い
、
大
き
な

志

〜
自
立
し
た
大
人
と
な
る
た
め
に
〜

」
と

の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
小
さ
な
一
歩
一
歩
の
積
み

重
ね
や
他
者
を
気
遣
う
ふ
る
ま
い
、
何
事
も
志

を
持
っ
て
意

欲
的
に
取
り

組
む
こ
と
の

大
切
さ
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
が

掛
合
高
校
全

校

生

徒
、
教

職
員
の
今
年

度
の
合
い
言

葉
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
新
入
生
代
表
の
難
波
七
海
さ
ん
が
、

「
今
日
か
ら
三
年
間
、
勉
学
に
励
み
、
ど
ん
な

と
き
も
努
力
を
怠
ら
ず
、
か
け
が
え
の
な
い
仲

間
と
と
も
に
精
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
。
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

入
学
式
の
あ
と
は
、
掛
合
高
校
玄
関
前
で
保

護
者
、
教
職
員
全
員
を
交
え
て
記
念
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。
春
の
や
わ
ら
か
な
風
に
桜
の
花
び

ら
が
舞
う
中
、
掛
合
高
校
の
建
つ
「
佐
中
の
丘
」

に
皆
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　

六
月
一
日
（
水
）、
一
年
生
が
地
域
探
究
学

習
の
一
環
と
し
て
、
掛
合
町
内
の
名
所
や
資
料

館
等
を
巡
り
、
調
査
す
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
利

用

し

て
、
毎

年

度
、
掛

合

町
内
の
五
地

区
（
多

根
、

松
笠
、
掛
合
、

入
間
、
波
多
）

の
現
状
と
課

題
を
調
べ
、

グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
課

題
解
決
策
を

提
案
す
る
学

習
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
そ
の

活
動
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
各
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
方
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、
名

所
等
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
す
る
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
入
間
地
区
で
は
、
入
間
交
流
セ
ン

タ
ー
の
廣
田
英
資
セ
ン
タ
ー
長
の
案
内
で
「
八

重
山
神
社
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
八
重
山
神
社
は
、

江
戸
時
代
に
松
江
藩
主
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
と

言
わ
れ
、
牛
馬
の
守
護
神
と
し
て
地
域
の
方
に

崇
敬
さ
れ
、
現
在
で
も
春
・
秋
の
祭
典
に
は
多

く
の
参
拝
者
が
訪
れ
る
神
社
で
す
。
お
よ
そ
三

〇
〇
段
近
く
あ
る
長
い
石
段
を
登
る
と
、
絶
壁

の
岩
の
く
ぼ
み
に
本
殿
が
あ
り
、
様
々
な
言
い

伝
え
か
ら
、
掛
合
町
内
の
隠
れ
た
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
肌
身
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
掛
合
地
区
で
は
、
竹
下
登
元

首
相
の
生
家
「
竹
下
本
店
」
内
に
あ
る
「
か
け

や
酒
蔵
資
料
館
」
を
見
学
し
、
こ
の
地
で
代
々

行
わ
れ
て
き
た
酒
造
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
日
本
の
滝
百

選
に
選
ば
れ
て
い
る
「
龍
頭
が
滝
」
や
「
波
多

神
社
」
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
、
今
年
度
一
年
間
を
通
じ
て
、
地

区
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
地
区
の
現

状
と
課
題
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
の
学
習
活
動

を

行

い
、
十

一

月

四

日
・

五
日
に
行
わ

れ
る
掛
合
高

校
文
化
祭
に

お
い
て
課
題

解
決
策
提
案

の
中
間
発
表

を
行
う
予
定

で

す
。
地

域

に
と
っ
て
有

益
な
提
案
が

で
き
る
よ
う
、

今
後
の
活
動

に
期
待
し
ま

す
。

　

五
月
九
日
（
月
）、
二
年
生
が
雲
南
市
吉
田

町
の
宇
山
営
農
組
合
、
雲
南
市
、
そ
の
他
関

係
諸
機
関
と
協
働
し
な
が
ら
行
う
地
域
貢
献

学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
二
年
生
は
今

年
度
一
年
間
か
け
て
、
雲
南
市
吉
田
町
民
谷

宇
山
地
区
の
お
米
作
り
の
一
部
を
体
験
学
習

し
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
る
お
米
の
販
売
促
進

プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
学
習
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ

の

日

は
、
同

地
区
の
水
田
を

訪
れ
お
よ
そ
十

ア
ー
ル
の
水
田

に
「
つ

や

姫
」

の
苗
を
手
植
え

す
る
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

標

高

五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
水

田
で
育
っ
た
稲

は
、
昼

夜

の

寒

暖
差
の
影
響
も
あ
り
よ
く
育
ち
、
雲
南
市
プ
レ
ミ

ア
ム
つ
や
姫
「
た
た
ら
焰
米
（
ほ
む
ら
米
）」
あ
る

い
は
「
う
や
ま
米
」
の
名
称
で
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し

て
流
通
し
て
い
ま
す
。
掛
合
高
校
で
は
、
昨
年
度

か
ら
本
格
的
に
こ
の
活
動
に
取
り
組
み
、
今
年
度

は
昨
年
度
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
生
か
し
な
が
ら
、
高
校

生
ら
し
い
目
線
で
更
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
初
め
て
水
田
に
入
り
苗
の
手
植
え

を
行
う
生
徒
も
多
く
、
泥
ま
み
れ
で
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、
予
定
さ
れ
て
い
た
区
域
の
田
植
え
作

業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
体
験
し
た
生

徒
に
は
、
ほ
ど
よ
い
疲
れ
の
中
に
も
達
成
感
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
十
七
日
（
金
）
と
七
月
二
十
日

（
水
）、
有
限
会
社
ア
エ
ラ
地
域
文
化
デ
ザ
イ
ン
室

の
影
山
邦
人
様
、
安
田
陽
子
様
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
お
招
き
し
、「
た
た
ら
焰
米
を
め
っ

ち
ゃ
食
べ
て
み
た
く
な
る
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

考

え

よ

う
！
」

と
題
し
た
学
習

活
動
を
行
い
ま

し

た
。
生

徒

は

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ

ッ

ズ
」「
料

理
・
レ
シ
ピ
」「
映

像
・
音

楽
」「
デ

ザ
イ
ン
・
写
真
」

の
四
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
企
画

案
を
提
案
し
、

プ
ロ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
視
点
か

ら
様
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日
（
水
）
に
は
、
宇
山
営
農

組
合
の
藤
井
章
組
合
長
と
須
山
光
雄
副
組
合

長
を
お
招
き
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
に
よ

り
、
お
米
の
特
徴
や
米
作
り
の
工
夫
、
そ
し

て
地
域
の
方
た
ち
の
熱
い
思
い
を
聞
き
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
販
売
促

進
活
動
の
詳
細
を
詰
め
て
い
く
予
定
で
す
。

今
月
に
は
稲
刈
り
体
験
学
習
に
合
わ
せ
宇
山

営
農
組
合
の
農
家
の
方
た
ち
に
提
案
し
、
十

一
月
の
掛
合
高
校
文
化
祭
や
、
同
月
道
の
駅

等
で
行
う
特
別
販
売
会
に
臨
む
予
定
で
す
。



ロ
モ
ジ
茶
」
の
煮

出
し
と
試
飲
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
研
究
員
の
方

か
ら
の
講
義
を
受

け
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
自

然
環
境
保
全
や
創
造
的
活
動
に
つ
い
て
、
そ

の
現
状
と
課
題
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
農
林
大
学
校
の
学
生

さ
ん
た
ち
の
ご
指
導
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン
の

操
作
実
習
や
丸
太
の
切
り
出
し
、
重
機
の
運

転
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
Ｖ
Ｒ
を
使
っ
た
重
機

の
運
転
演
習
な
ど
、
島
根
県
が
誇
る
最
先
端

の
機
器
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
島
根
県
の

農
林
業
の
先
進
性
を
肌
身
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
し
た
。

か　け　こ　う　　　　　2022 年（令和 4年）9月 10 日

演
劇
同
好
会
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
上
映
〜
掛
高
版
走
れ
メ
ロ
ス
〜

令
和
四
年
度
体
育
祭

　
　
　
〜
一
致
団
結
！
パ
ワ
ー
！
〜

事
務
局
よ
り

三
年
生
地
域
創
造
学
習

〜
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
林
業
体
験
〜

町
内
保
・
小
・
中
・
高
連
携
活
動

　
　
　
〜
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
〜

　

五
月
九
日
（
月
）、
二
年
生
が
雲
南
市
吉
田

町
の
宇
山
営
農
組
合
、
雲
南
市
、
そ
の
他
関

係
諸
機
関
と
協
働
し
な
が
ら
行
う
地
域
貢
献

学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
二
年
生
は
今

年
度
一
年
間
か
け
て
、
雲
南
市
吉
田
町
民
谷

宇
山
地
区
の
お
米
作
り
の
一
部
を
体
験
学
習

し
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
る
お
米
の
販
売
促
進

プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
学
習
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ

の

日

は
、
同

地
区
の
水
田
を

訪
れ
お
よ
そ
十

ア
ー
ル
の
水
田

に
「
つ

や

姫
」

の
苗
を
手
植
え

す
る
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

標

高

五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
水

田
で
育
っ
た
稲

は
、
昼

夜

の

寒

暖
差
の
影
響
も
あ
り
よ
く
育
ち
、
雲
南
市
プ
レ
ミ

ア
ム
つ
や
姫
「
た
た
ら
焰
米
（
ほ
む
ら
米
）」
あ
る

い
は
「
う
や
ま
米
」
の
名
称
で
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し

て
流
通
し
て
い
ま
す
。
掛
合
高
校
で
は
、
昨
年
度

か
ら
本
格
的
に
こ
の
活
動
に
取
り
組
み
、
今
年
度

は
昨
年
度
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
生
か
し
な
が
ら
、
高
校

生
ら
し
い
目
線
で
更
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
初
め
て
水
田
に
入
り
苗
の
手
植
え

を
行
う
生
徒
も
多
く
、
泥
ま
み
れ
で
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、
予
定
さ
れ
て
い
た
区
域
の
田
植
え
作

業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
体
験
し
た
生

徒
に
は
、
ほ
ど
よ
い
疲
れ
の
中
に
も
達
成
感
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
十
七
日
（
金
）
と
七
月
二
十
日

（
水
）、
有
限
会
社
ア
エ
ラ
地
域
文
化
デ
ザ
イ
ン
室

の
影
山
邦
人
様
、
安
田
陽
子
様
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
お
招
き
し
、「
た
た
ら
焰
米
を
め
っ

ち
ゃ
食
べ
て
み
た
く
な
る
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

考

え

よ

う
！
」

と
題
し
た
学
習

活
動
を
行
い
ま

し

た
。
生

徒

は

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ

ッ

ズ
」「
料

理
・
レ
シ
ピ
」「
映

像
・
音

楽
」「
デ

ザ
イ
ン
・
写
真
」

の
四
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
企
画

案
を
提
案
し
、

プ
ロ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
視
点
か

ら
様
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日
（
水
）
に
は
、
宇
山
営
農

組
合
の
藤
井
章
組
合
長
と
須
山
光
雄
副
組
合

長
を
お
招
き
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
に
よ

り
、
お
米
の
特
徴
や
米
作
り
の
工
夫
、
そ
し

て
地
域
の
方
た
ち
の
熱
い
思
い
を
聞
き
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
販
売
促

進
活
動
の
詳
細
を
詰
め
て
い
く
予
定
で
す
。

今
月
に
は
稲
刈
り
体
験
学
習
に
合
わ
せ
宇
山

営
農
組
合
の
農
家
の
方
た
ち
に
提
案
し
、
十

一
月
の
掛
合
高
校
文
化
祭
や
、
同
月
道
の
駅

等
で
行
う
特
別
販
売
会
に
臨
む
予
定
で
す
。

　

七
月
一
日
（
金
）
、
外
部
か
ら
専
門
の
講

師
を
お
招
き
し
、
三
年
生
を
対
象
に
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
は
、
厚
生
労
働
省
と
島
根
労
働
局
主
催
の

事
業
に
掛
合
高
校
が
実
施
を
申
し
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
実
現
し
た
取
組
で
、
こ
の
日
は
午

前
・
午
後
の
六
時
間
を
使
っ
て
、
講
義
か
ら

演
習
に
い
た
る
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い

ま
し
た
。

　

最
初
に
、
講
師

の
先
生
か
ら
高
校

新
卒
者
の
就
職
環

境
や
社
会
に
出
て

仕
事
を
す
る
に
あ

た
っ
て
の
心
構
え

な
ど
の
基
礎
的
な

知
識
を
学
び
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

や
自
己
紹

介
文
の
作

成
な
ど
の

演
習
を
行

い

ま

し

た
。
午
後

は
、
実
際

に
集
団
面

接
を
受
け

る
場
面
を

想
定
し
、

模
擬
面
接
と
そ
の
評
価
を
相
互
に
行
い
、
最

後
に
そ
の
振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

将
来
の
進
路
選
択
に
あ
た
っ
て
、
自
分
自

身
を
振
り
返
り
、
今
後
の
活
動
に
向
け
た
準

備
を
す
る
大
変
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
十
三
日
（
水
）
、
島
根
県
中
山

間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
と
島
根
県
立
農
林
大

学
校
林
業
科
（
い
ず
れ
も
飯
石
郡
飯
南
町
）

に
お
い
て
、
三
年
生
が
林
業
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
学
習
は
、
島
根
県
農
林
水

産
部
が
行
っ
て
い
る
「
高
校
生
の
林
業
教
育

推
進
事
業
」
に
掛
合
高
校
が
申
し
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
実
現
し
た
企
画
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
広
大
な
敷
地

内
に
あ
る
研
究
施

設
等
を
見
学
し
た

後
、
薬
用
効
果
が

あ
る
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
「
ク

　

六

月

十

六

日

（
木
）、
掛
合
町
内

保
・
小
・
中
・
高

が
連
携
し
て
地
域

の
清
掃
活
動
等
を

行
う
「
ご
み
ゼ
ロ

大
作
戦
」
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
取

組
は
掛
合
町
内
四

校
園
の
連
携
・
交

流
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
度
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
の
日
は
、
四
校
園
の
す
べ
て
の
児

童
・
生
徒
が
町
内
五
地
区
（
波
多
・
入
間
・
掛

合
・
松
笠
・
多
根
）
に
分
か
れ
、
各
地
区
の
交

流
セ
ン
タ
ー
な
ど
指
定
さ
れ
た
場
所
の
清
掃
活

動
等
を
行
い
ま
し
た
。
各
地
区
で
は
、
最
初
に

掛
合
高
校
生
の
進
行
に
よ
り
開
会
式
を
行
っ
た

後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
己
紹
介
を
行
い
、
そ

の
後
清
掃
活
動
等
に
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
掛
合
地
区
で
は
、
狭
長
（
さ
な
が
）

神
社
の
清
掃
活
動
の
他
、
児
童
・
生
徒
と
地
区

の
住
民
の
方
と
の
交
流
を
よ
り
一
層
深
め
よ
う

と
、
今
年
度
新
た
な
取
組
と
し
て
、
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
ハ
グ
）」
を
行
い
ま
し
た
。

地
震
や
豪
雨
な
ど
大
規
模
災
害
時
の
応
急
対
策

活
動
の
中
で
、
避
難
所
運
営
は
特
に
重
要
で
す
。

「
Ｈ
Ｕ
Ｇ（
ハ
グ
）」
は
そ
の
よ
う
な
事
態
を
想

定
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
平
面
図
上
で
ど

の
よ
う
に
避
難
所
運
営
を
行
う
の
か
を
疑
似
体

験
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

ー

ム

で

す
。
掛

合
中
学
校
に
集

合
し
た
児
童
・

生
徒
は
六
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分

か

れ
、
そ

れ

ぞ

れ
大
人
の
方
と
の

意
思
疎
通
を
図
り

な
が
ら
、
ゲ
ー
ム

感
覚
で
避
難
所
の

運
営
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
地
区
に
お
い
て
も
、
清
掃
活
動
後

に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
り
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
反
省
会
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

児
童
・
生
徒
、
地
区
の
大
人
の
方
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
四

校
園
が
連
携
し
た
地
域
と
の
交
流
活
動
を
、
今

後
も
継
続
的
に
行
う
予
定
で
す
。

　

六
月
五
日
（
日
）、
雲
南
市
木
次
町
の
チ
ェ
リ

ヴ
ァ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
掛
合
高
校
演
劇
同
好

会
の
活
動
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
走
れ
！
走
れ
走
れ
メ
ロ
ス
」
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。

間
を
一
時
間
近
く
延
長
し
て
、
同
好
会
メ
ン
バ

ー
と
観
客
と
の
楽
し
い
対
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
観
客
の
方
か
ら
は
、
同
好
会
メ
ン
バ

ー
の
高
い
演
技
力
と
豊
か
な
感
性
、
そ
し
て
個

性
溢
れ
る
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
高
さ

を
賞
賛
す
る
声
が
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
演

劇
同
好
会
の
次
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
、
ま
す
ま

す
期
待
感
が
高
ま
り
ま
す
。

　

掛
合
高
校
演
劇
同
好
会
は
、
昨
年
度
、
同
タ

イ
ト
ル
を
冠
し
た
演
劇
で
島
根
県
高
文
連
出

雲
・
石
見
地
区
大
会
に
出
場
し
、
ま
た
そ
の
後

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
公
演
が
関
係

者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
今
年
三
月
、
東
京
下

北
沢
で
行
わ
れ
た
日
本
演
出
者
協
会
「
若
手
演

出
家
コ
ン
ク
ー
ル
二
〇
二
一
」
で
堂
々
の
演
劇

を
披
露
し
、
同
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
最
優
秀
賞
獲

得
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
こ
の
日
上
映
さ

れ
た
映
画
は
、
昨
年
の
地
区
大
会
か
ら
東
京
公

演
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
、
同
好
会
メ
ン
バ
ー

四
人
の
活
動
や
心
情
の
変
化
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
て
構
成
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で

す
。

　

午
前
と
午
後
二
回
上
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
の
回
も
会
場
は
多
く
の
観
客
で
埋
め
尽
く

さ
れ
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
感
動
的
な
作
品

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
の
回
の
上
映
後
は
、

映
画
に
出
演
し
た
演
劇
同
好
会
メ
ン
バ
ー
四
人

と
折
口
慎
一
郎
監
督
、
前
演
劇
同
好
会
顧
問
の

松
江
工
業
高
校
の
亀
尾
佳
宏
教
諭
が
登
壇
し
、

会
場
内
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
会

場
か
ら
の
質
問
が
途
切
れ
ず
、
予
定
さ
れ
た
時

　

七
月
二
十
一

日
（
木
）
、
令

和
四
年
度
体
育

祭
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
初
は

グ
ラ
ン
ド
で
の

開
催
を
予
定
し

て

い

ま

し

た

が
、
天
候
不
良

の
日
が
続
い
た

た
め
、
開
催
日

と
会
場
を
変
更
し
、
掛
合
体
育
館
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

大
会
テ
ー
マ
は
「
一
致
団
結
！

〜
心
を
ひ
と

つ
に
頂
点
を
目
指
せ
！
パ
ワ
ー
！
〜

」
で
、
開

会
式
で
赤
組
色
長
の
常
松
博
樹
さ
ん
と
青
組
色

長
の
曽
田
昇
吾
さ
ん
が
声
高
ら
か
に
選
手
宣
誓

を
行
っ
た
後
、
七
種
目
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
の
締
め
く
く
り
と
し
て
行
わ
れ
た
「
応

援
合
戦
」
で
は
、
鮮
や
か
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
バ
ッ
ク
に
、
両
軍
華
や
か
な
手
作
り
衣
装
を

身
に
ま
と
い
、
こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き
た
ダ
ン

ス
を
見
事
に
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
に

行
わ
れ
た
「
借
り
物
競
走
」
で
は
、「
好
き
な
人

を
連
れ
て
ゴ
ー
ル
」
と
の
お
題
に
、
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
み
ん
な
を
連
れ
て
ゴ
ー
ル
す
る
と
い
う
微

笑
ま
し
い
姿
も
見
ら
れ
、
会
場
内
が
笑
顔
に
包

ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　

閉
会
式
後
に

学
校
に
場
所
を

移
し
て
行
わ
れ

た
色
別
反
省
会

で
は
、
三
年
生

を
中
心
に
こ
れ

ま
で
の
頑
張
り

を
お
互
い
讃
え

ま
し
た
。
荒
天

に
も
負
け
ず
大

盛
会
の
う
ち
に
終
わ

っ
た
今
年
度
の
体
育

祭
。
互
い
を
敬
い
、

助
け
合
い
な
が
ら
築

き
上
げ
ら
れ
て
き

た
「
掛
高
魂
」
は
、

今
後
、
後
輩
た
ち

に
引
き
継
が
れ
て

い
き
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
後
援
会
の
皆
様
に
は
掛
合
高
校

の
教
育
活
動
に
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
、
ま
た
会
費
の
納
入
等
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

生
徒
の
学
習
活
動
や
施
設
の
充
実
に
役
立
て

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

赤
組

青
組


